
横浜市緑福祉保健センター

緑区に
お住まいの

あなたへ 今

お伝えしたい
ことがあります

あなたの人生の物語に

『がん検診』は
　　　　入っていますか？



働き盛り世代の女性は、同世代の男性よりもがん罹患率
が高く、中でも乳がん、子宮がん、卵巣がんといった女
性特有のがんは増加傾向です。一方で、早期発見で高
い治癒率が望めるがんでもあります。ついつい、仕事や 

子育てを優先しがちですが、婦人科かか
りつけ医をつくり、自治体での検診助成を
利用しながら、賢く定期的な検診を始め
ていきましょう。

働き盛りに多い
　　　女性のがん

若い世代に多い
　　女性特有のがん

早期発見は
　　とても大切！

20代後半から50代前半までの
働き盛りのがん罹患率は
女性が男性を上回っています。

早期に発見できれば、高い
5年生存率が望めます。

乳がん・子宮頸がん共に20代後半
から増え始め、40代でピークを迎
えます。
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※1 国立がん研究センター  がん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）を元に作成
※2 全国がん罹患モニタリング集計　2009-2011年生存率報告（国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策情報センター, 2020）
　　独立行政法人国立がん研究センターがん研究開発費「地域がん登録精度向上と活用に関する研究」平成22年度報告書を元に作成
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緑区医師会
みなみレディースクリニック

院長 医学博士 森 理子


